
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

５
月
22
日
と
６
月
19
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
区
政
懇
談
会
議
題
提
出

　
令
和
６
年
度
八
幡
西
区
区

政
懇
談
会
の
日
程
が
決
ま
り
、

各
自
治
区
会
連
合
会
が
議
題

を
取
り
ま
と
め
、
８
月
23
日

ま
で
に
八
幡
西
区
役
所
総
務

企
画
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
。
折

尾
地
区
の
区
政
懇
談
会
は
11

月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
。

●
健
康
づ
く
り
ア
プ
リ
Ｐ
Ｒ

の
協
力
依
頼

　
保
健
福
祉
局
健
康
推
進
課

か
ら
、
健
康
づ
く
り
ア
プ
リ

「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
あ
る
く
っ

ち
ゃ
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
Ｑ
」
Ｐ
Ｒ
の

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
の

ア
プ
リ
に
は
、
歩
数
計
を
は

じ
め
、
体
重
、
血
圧
な
ど
を

記
録
で
き
る
機
能
を
搭
載
。

ア
プ
リ
内
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
と
毎
月
抽
選
で
景
品
も
当

た
る
。
詳
細
は
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、

場
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
Ｊ
Ｒ
九
州

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
同
時
開
催

と
な
り
、
会
場
は
大
勢
の
人

出
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
折

尾
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
安

藤
進
一
委
員
長
）
の
発
表
に

よ
る
と
、
期
間
中
推
定
５
万

人
の
来
場
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
折
尾
ま
つ
り
は
、
協
同
組

合
折
尾
商
連
を
中
心
に
地
域

団
体
や
学
生
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も

の
で
、
今
年
で
35
回
目
を
迎

え
た
。

　
ま
つ
り
初
日
は
、
筑
豊
本

線
高
架
下
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
桑
原

一
夫
実
行
副
委
員
長
（
折
尾

　
６
月
１
日
、
２
日
、「
第

35
回
折
尾
ま
つ
り
」
が
祝
八

幡
西
区
制
50
周
年
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
学

園
大
通
り
広
場
を
メ
イ
ン
会

も
し
く
は
健
康
推
進
課

☎
５
８
２
・
２
０
１
８
へ
。

●
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
施

　
八
幡
西
区
市
民
防
災
連
合

会
で
は
、
令
和
６
年
度
防
災

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
る
。
今
後
発
生

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
等
に
備
え
る
と
と
も
に
、

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、
防
災
の
実
務
に

係
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術

等
を
取
得
す
る
こ
と
が
目
的
。

　
自
治
区
会
市
民
防
災
会（
町

会
長
、
組
長
等
含
む
）、
校
区

地
区
自
治
区
会
連
合
会
長
）

の
開
会
宣
言
の
後
、
則
松
中

学
校
筝
曲
部
の
生
徒
た
ち
が

琴
の
演
奏
を
披
露
。
続
く
式

典
で
は
、
安
藤
実
行
委
員
長

や
武
内
和
久
北
九
州
市
長
な

ど
関
係
者
が
挨
拶
し
、
ま
つ

市
民
防
災
会
の
会
員
が
対
象
。

時
期
、
場
所
、
内
容
、
研
修

方
法
な
ど
詳
細
は
、
八
幡
西

区
市
民
防
災
連
合
会
事
務
局

（
新
西
、
尾
上
）
☎
６
２
２
・

０
１
１
９
（
八
幡
西
消
防
署

予
防
課
内
）
へ
。

　
６
月
23
日
、
折
尾
ス
タ
ー

レ
ー
ン
（
寺
田
正
知
支
配

人
）
で
第
21
回
折
尾
地
区
自

治
区
会
連
合
会
対
抗
親
睦
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、
各

自
治
区
会
か
ら
24
チ
ー
ム

（
各
３
人
）
72
人
が
参
加
。

り
の
開
会
を
祝
っ
た
。

　
開
会
行
事
が
終
わ
る
と
、

い
よ
い
よ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

が
開
幕
。
朝
鮮
の
舞
踊
を
皮

切
り
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民

族
舞
踊
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

落
語
、
太
鼓
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
最
後
は
折
尾
神
楽

で
終
了
。
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　
１
日
は
朝
か
ら
九
州
共
立

大
学
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
折

尾
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
も
あ
り
、
１
８
７
人
が

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
２
日
目
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
保
育
園
児
の
演
奏
と

演
技
を
皮
切
り
に
、
園
児
ダ

ン
ス
、
太
鼓
演
奏
、
吹
奏
楽

演
奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
、
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
か
し
わ

３
ゲ
ー
ム
を
投
げ
て
得
点
を

競
っ
た
。

　
試
合
の
結
果
、
今
年
は
折

尾
東
自
治
区
会
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬

め
し
早
食
い
大
会
、

青
年
の
主
張
の
ほ

か
、
４
大
学
対
抗

イ
ベ
ン
ト
、
ペ
ッ

パ
ー
君
の
防
災
ク

イ
ズ
な
ど
地
元
幼

稚
園
・
保
育
園
、

中
学
、高
校
、大
学
、

市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

最
後
は
お
楽
し
み

抽
選
会
で
幕
を
閉

じ
た
。

　
２
日
間
に
わ
た
り
九
州
共

立
大
学
、
九
州
女
子
大
学
、

産
業
医
科
大
学
、
北
九
州
市

立
大
学
の
学
生
た
ち
が
司
会

を
務
め
た
。

　
ま
つ
り
期
間
中
、
駅
前
広

称
略
）。

　
優
勝
＝
折
尾
東
自

治
区
会
（
田
坂
啓
子
、

本
山
秋
枝
、
田
坂
友

成
）、
準
優
勝
＝
日

吉
台
自
治
区
会
３
丁

目
（
堤
伸
矢
、
田
中

博
志
、
田
中
徳
子
）、

３
位
＝
本
城
西
力
丸

自
治
区
会
Ａ
（
中
野

順
子
、
安
廣
祐
介
、

安
廣
幸
子
）、〔
個
人

成
績
〕
１
位
＝
田
坂

友
成
（
折
尾
東
）
６

３
０
点
、
２
位
＝
田
坂
啓
子

（
折
尾
東
）
６
１
４
点
、
３

位
＝
安
廣
祐
介
（
本
城
西
力

丸
Ａ
）
５
８
８
点

〔
協
賛
〕
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー

ン
、
じ
ゃ
ー
な
る
洞
南

場
に
は
留
学
生
が
運
営
す
る

「
国
際
屋
台
村
」
の
ほ
か
、

料
理
や
飲
み
物
を
提
供
す
る

屋
台
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
テ

ン
ト
が
軒
を
連
ね
、
終
日
多

く
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。
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４
月
28
日
、
穴
生
ド
ー
ム

で
「
第
51
回
八
幡
西
区
子
ど

も
ま
つ
り
」
が
５
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
っ
た
。

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
開
場

と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
は「
遊

び
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
バ
ザ
ー
」

コ
ー
ナ
ー
ヘ
と
走
る
。

　
今
回
も
八
幡
西
区
婦
人
会

は
「
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」
に
参

画
。
福
岡
県
青
少
年
赤
十
字

加
盟
校
の
浅
川
中
学
校
手
芸

部
12
名
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

「
ゆ
び
あ
み
エ
コ
タ
ワ
シ
」
を

３
２
１
名
の
子
ど
も
た
ち
に

教
え
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

　
昼
食
を
と
る
時
間
も
な
い

ほ
ど
次
々
と
シ
ー
ト
の
上
へ
。

最
年
少
は
４
歳
11
か
月
。
小

さ
な
指
で
編
ん
で
出
来
上
が

っ
た
時
拍
手
が
起
こ
る
。

　
初
め
て
体
験
し
た
手
芸
部

か
ら
感
想
が
届
く
。「
笑
顔
で

エ
コ
タ
ワ
シ
を
持
っ
て
帰
る

姿
を
見
て
、
何
度
も
練
習
し

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
良
か

っ
た
」「
昼
食
の
お
に
ぎ
り
は

い
つ
も
よ
り
美
味
し
く
、
仕

事
の
達
成
感
を
味
わ
っ
た
」

「
人
に
教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ

と
難
し
さ
を
知
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
す
ば
ら
し
さ
を
知

っ
た
」「
お
疲
れ
様
や
あ
り
が

と
う
の
声
に
心
温
ま
る
瞬
間

が
多
く
あ
っ
た
。「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
た

い
」
等
寄
せ
て
く
れ
た
。

　
立
花
校
長
、
手
芸
部
の
先

生
も
最
後
ま
で
見
守
っ
て
く

だ
さ
り
、
14
時
無
事
に
終
了
。

皆
が
笑
顔
の
一
日
で
し
た
。

　
５
月
18
日
と
19
日
、
陣
原

市
民
セ
ン
タ
ー
（
長
野
美
和

館
長
）
で
、
第
19
回
陣
原
ふ

れ
愛
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
来
館
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
初
日
は
、
ク
ラ
ブ
や
地
域

の
力
作
が
飾
ら
れ
た

作
品
展
示
の
ほ
か
、

落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、

活
用
品
や
食
品
の
バ

ザ
ー
、
デ
イ
ス
コ
ン

大
会
も
あ
っ
た
。
翌

日
は
多
目
的
ホ
ー
ル

で
芸
能
発
表
が
あ
り
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
穴
生
小

学
校
児
童
が
「
鷹
見

楽
太
鼓
」
を
披
露
。

迫
力
あ
る
演
奏
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
続
い
て
、
コ
ー
ラ
ス

や
三
味
線
、
日
舞
、
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
な
ど
ク
ラ
ブ
生
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
。

会
場
は
大
き
な
拍
手
が
響
い

て
い
た
。
最
後
は
お
楽
し
み

抽
選
会
が
あ
り
、
当
選
者
の

歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
玄
関
前
で
は
、
ド
リ
ン
ク

類
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
唐

揚
げ
、
マ
フ
ィ
ン
、
ミ
ニ
パ

ン
な
ど
の
食
品
バ
ザ
ー
が
あ

り
、
買
い
求
め
る
人
た
ち
で

賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
水

ヨ
ー
ヨ
ー
や
く
じ
引
き
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。

　
５
月
25
日
、
26
日
の
２
日

間
、
三
ツ
頭
公
民
館
（
舟
木

ヤ
ス
子
館
長
）
で
公
民
館
主

催
、
三
ツ
頭
自
治
区
会
（
堤

野
久
男
会
長
）、
三
ツ
頭
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
島
田
宏

明
会
長
）
共
催
の
三
ツ
頭
バ

　
今
年
４
月
初
旬
か
ら
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
堀
川

町
の
旧
筑
豊
本
線
跡
地
で
、

６
世
紀
〜
７
世
紀
（
古
墳
時

代
）
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ

か
っ
た
。

　
現
場
は
、
折
尾
地
区
総
合

整
備
事
業
の
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
で
、
最
近
廃
線
に

な
っ
た
筑
豊
本
線
の
旧
天
神

町
踏
切
南
側
の
線
路
跡
地
。

　
５
月
11
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー
（
中
村
玲
子
館

長
）
で
、
い
き
い
き
こ
ど
も

講
座
が
あ
り
、
25
人
の
子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
を
体
験
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
と

は
、
エ
ア
ー
ソ
フ
ト
剣
で
、

相
手
の
身
体
の
ど
こ
で
も
叩

く
（
斬
る
）
ス
ポ
ー
ツ
。
安

全
で
公
平
で
自
由
に
学
校
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
楽
し

く
遊
べ
る
。

ザ
ー
が
あ
り
、
能
登
半
島
地

震
支
援
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。

作
業
は
重
機
で
砕
石
や
硬
い

表
土
を
剥
ぎ
取
り
、
下
層
が

現
れ
た
時
点
で
人
力
に
よ
る

発
掘
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
場
所
は
、
以
前
か
ら

周
辺
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
菅
原
神
社
遺
跡
の
一
部
で

「
菅
原
神
社
遺
跡
10
区
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
発
掘
を
担
当
し
た
（
公

財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

の
山
口
裕
子
学
芸
員
に
よ
る

と
、
こ
の
一
帯
は
水
が
湧
く

湿
地
若
し
く
は
沢
の
よ
う
な

所
で
、
集
落
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
西
側
丘
陵
地
（
折
尾

　
参
加
し
た
の
は
小
学
１
年

か
ら
６
年
ま
で
の
25
人
の
子

ど
も
た
ち
。
み
ん
な
初
め
て

の
体
験
と
あ
っ
て
緊
張
し
た

面
持
ち
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
山
口
弘
志
さ
ん
か
ら

心
構
え
や
ル
ー
ル
の
説
明
を

ス
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
い

き
な
り
団
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

愛
真
学
園
方
面
）
の
谷
地
に

当
た
る
。
丘
陵
地
の
斜
面
か

ら
崩
れ
落
ち
て
堆
積
し
た
土

砂
の
中
に
遺
物
が
埋
ま
っ
て

い
る
「
遺
物
包
含
層
」
が
あ

　
会
場
に
は
地
域
住

民
が
持
ち
寄
っ
た
洋

服
類
や
食
器
類
、
タ

オ
ル
類
、
洗
剤
、
小

物
な
ど
未
使
用
の
品

が
展
示
さ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は

カ
フ
ェ
も
設
置
さ
れ
、

コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー

受
け
た
後
、
瀧
光
幸

さ
ん
（
創
年
ク
ラ

ブ
）
の
補
助
で
練
習

を
開
始
。
真
剣
な
表

情
で
練
習
に
励
ん
だ
。

　
４
班
に
分
か
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ
ー

を
決
め
、
個
人
戦
と

団
体
戦
の
試
合
に
臨

ん
だ
。

　
青
色
班
の
リ
ー

り
、
今
回
の
発
掘
で

土
器
な
ど
の
遺
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
杭
な
ど
の
遺

構
も
見
つ
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
水
辺

の
作
業
場
の
よ
う
な

場
所
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
発
掘
終
了
後
、
遺

構
や
遺
物
は
埋
蔵
文

化
財
調
査
室
で
詳
し

ダ
ー
太
田
葵
陸
く
ん
（
折
尾

西
小
４
年
）
は
「
団
体
戦
は

勝
っ
て
い
た
の
に
…
。
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」

と
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら

話
し
て
い
た
。

く
調
査
さ
れ
、
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
予

定
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
甘
夏
ジ
ャ

ム
、
梅
干
し
な
ど
の
手
作
り

品
も
並
べ
ら
れ
、
立
ち
寄
っ

た
来
館
者
は
気
に
入
っ
た
品

物
を
購
入
し
た
り
、
カ
フ
ェ

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た

募
金
箱
に
寄
付
し
た
り
し
て

い
た
。

　
２
日
間
の
売
り
上
げ
や
募

金
の
合
計
は
１
３
１
、０
２
２

円
と
な
り
、
す
べ
て
能
登
半

島
地
震
の
義
援
金
と
し
て
日

本
赤
十
字
社
へ
贈
ら
れ
た
。

陣原市民センター

陣原
　ふ れ愛まつり
　盛大に！
～手をつなぎ
　　未来へはばたけ陣原～

折尾西市民センター
スポーツチャンバラを体験

「菅原神社遺跡10区」
（堀川町） 三ツ頭公民館

三ツ頭バザーで
義援金

古墳時代の
遺物が出土

「菅原神社遺跡10区」
（堀川町）

八
幡
西
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長

　
太
田
康
子

八
幡
西
区
子
ど
も
ま
つ
り 

５
年
ぶ
り
開
催

鷹見楽太鼓を披露する穴生小学校の児童たち

子どもまつりに参加した子どもたちと関係者

真剣な表情で個人戦に臨む子どもたち発掘が進む筑豊本線線路跡地

来場者で賑わうバザー会場
投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話
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９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４
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１
７
３
世
帯
、
３
６

４
人
の
自
治
区
会
を
３

町
会
で
構
成
、
７
人
の

役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
古
く
か
ら
あ
る
町
内

会
で
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
空
き
家

も
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。
則

松
地
区
の
国
道
３
号
線
を
挟

ん
で
３
町
内
会
で
活
動
し
て

い
る
。

●
年
間
行
事
は

　
則
松
１
号
・
２
号
公
園
集

会
所
清
掃
（
草
刈
り
）〈
６
・

９
・
12
・
３
月
〉、
ト
リ
コ

ロ
キ
ュ
ー
ブ
大
会
〈
６
月
〉、

敬
老
会
〈
９
月
〉、
歳
末
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
〈
12
月
〉、

ど
ん
ど
焼
き
〈
１
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
自
治
区
内
の
活
動
・
交
流

が
少
な
い
こ
と
が
問
題
点
だ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
明
る

く
、
元
気
が
出
る
活
動
・
交

流
会
を
企
画
し
、
呼
び
か
け

に
も
力
を
入
れ
て
参
加
人
数

等
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

●
信
条
・
モ
ッ
ト
ー
・
座
右

　
６
６
１
世
帯
、
14
町

会
で
構
成
、
６
人
の
役

員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
歴
史
あ
る
自
治
区
会

で
、
結
束
力
は
強
い
が

　
１
８
５
世
帯
、
４
０

０
人
の
自
治
区
会
を
３

町
会
で
構
成
、
６
人
の

高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

●
年
間
行
事
は

　
敬
老
会
〈
9
月
〉、
本
城

ま
つ
り
〈
10
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
町
会
数
及
び
会
員
数
が
減

少
ぎ
み
で
あ
る
。
今
後
、
町

内
会
加
入
の
必
要
性
を
理
解

役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
永
年
住
ん
で
い
る
方
が
多

く
、
高
齢
化
が
進
み
空
き
家

が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
隣

し
て
も
ら
い
、
加
入
者
の
促

進
に
努
め
た
い
。

●
信
条
、
モ
ッ
ト
ー
な
ど

　
自
治
区
会
役
員
間
の
相
互

信
頼
を
深
め
、
ス
ム
ー
ズ
な

区
会
運
営
を
図
り
た
い
。

●
健
康
法
や
趣
味
は

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
週
２
回
。

近
所
で
助
け
合
い
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
中
心
に
区
会
活

動
に
協
力
的
で
ま
と
ま
り
の

あ
る
自
治
区
会
。

●
年
間
行
事
は

　
資
源
回
収
（
年
６
回
）、

一
斉
除
草
清
掃
〈
７
月
・
10

月
〉、
敬
老
会
〈
９
月
〉、
行

方
不
明
者
捜
索
模
擬
訓
練

〈
９
月
〉、
歳
末
特
別
警
戒

〈
12
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
区
会
長
と
し
て
の
苦
労
は

の
銘
な
ど

　
一
期
一
会
を
大
事
に
し
、

互
譲
互
助
の
精
神
で
明
る
く

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

●
健
康
法
・
趣
味

　
ス
ポ
ー
ツ
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
（
体
幹

運
動
）。

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
老
若
男
女
の
参
加
で
き
る

行
事
を
企
画
し
、
多
く
の
住

民
と
の
交
流
が
で
き
る
区
会

活
動
を
目
指
し
た
い
。

●
こ
れ
か
ら
の
自
治
区
会
活

動
に
望
む
こ
と
な
ど

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
意
見
や
思
い

　
本
城
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
優
し
い
ま
ち
に
し
て
い

き
た
い
。

ま
だ
な
い
が
、
誰
も
が
孤
独
、

孤
立
に
な
ら
な
い
地
域
を
目

指
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
活

動
に
取
り
組
み
た
い
。

●
信
条
・
モ
ッ
ト
ー
・
座
右

の
銘
な
ど

　
何
事
も
楽
し
む
気
持
ち
で
、

で
き
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
進

む
。

●
健
康
法
・
趣
味

　
家
庭
菜
園
、
ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
体
を
動

か
す
こ
と
。

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
あ
ま

り
負
担
の
な
い
区
会
活
動
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
紙
に
毎
回
短
歌
を
投
稿

さ
れ
て
い
る
大
内
美
智
子
さ

ん
（
日
吉
台
２
）
が
、
こ
の

度
、
歌
集
「

へ
」
を
発

刊
。
登
山
を
題
材
に
し
た
も

の
を
中
心
に
、
28
年
間
詠
ん

だ
歌
が
ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
心

境
や
状
況
が
よ
く
表
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
大
内
さ
ん
の
自

分
史
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

　
入
手
希
望
の
方
は
問
い
合

わ
せ
を
。
☎
６
０
３
・
７
０

７
９
（
大
内
）

本
城
自
治
区
会
　
会
長
　
小
田
　廣
幸 

さん
（
75
歳
）

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

優
し
い
ま
ち
に

長
崎
自
治
区
会
　
会
長
　
高
橋
　謙
一 

さん
（
75
歳
）

孤
独
、
孤
立
に
な
ら
な
い

地
域
を
目
指
し
て

則
松
西
自
治
区
会
　
会
長
　
和
田
　貞
子 

さん
（
70
歳
）

多
く
の
住
民
と
の
交
流
が
で
き
る

自
治
区
会
に

大
内
美
智
子
さ
ん

　
　

  

歌
集
を
発
刊

区会長さんこんにちは○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年７人の新区会長さんが誕生。今回は３人を紹介。117

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

初
夏
の
藻
の
寄
す
浜
の
子
等
の
足

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

大
ひ
ま
わ
り
並
ぶ
小
国
の
み
ち
境

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

病
室
の
ガ
ラ
ス
窓
打
つ
春
の
雨

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

ム
ッ
と
す
る
草
い
き
れ
側
急
ぎ
過
ぐ

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

さ
つ
き
晴
れ
大
鯉
の
ぼ
り
揺
れ
動
く

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

ふ
る
里
の
山
川
昔
と
変
ら
ね
ど

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
会
え
な
い
人
よ
灯ひ

の
つ
か
ぬ
家

子
育
て
の
野
良
猫
見
て
癒
さ
れ
る

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
天
下
御
免
の
吾
は
偽
善
者

梅つ
ゆ雨
お
そ
し
そ
れ
よ
り
早
く
夏
が
来
た

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
雨
が
恋
し
い
紫あ

じ
さ
い

陽
花
の
花

ス
イ
カ
作
り
名
人
だ
っ
た
祖そ

ふ父
か
こ
み

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
み
ん
な
で
食
べ
た
遠と

お

い
夏
の
日

ミ
シ
ン
踏
む
昭
和
の
母
が
我
が
故
郷

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

渋
沢
さ
ん
長
い
付
き
合
い
よ
ろ
し
く
ね

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

綾
取
り
の
糸
か
ら
ま
せ
た
ま
ま
炎
暑

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

虫
カ
ゴ
に
別
れ
告
げ
今
羽
化
の
蝶

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

浴
衣
着
の
涼
む
芦
屋
の
遠
花
火

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

エ
ッ
サ
ッ
サ
日
陰
探
し
て
引
く
神
輿

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

八幡西区日吉台 1-25-29
TEL 693-2120

総合内科専門医・リウマチ専門医

内科・リウマチ科

医療法人まつもと内科クリニック

■福岡県知事許可（1）第16450号
■（社）福岡県宅地建物取引業協会会員

八幡西区千代ヶ崎2-2-14　スタディハイツⅡ1F
TEL（093）555-4840　FAX（093）777-2337

E-mail:main@daigaku-mae.com
http://daigaku-mae.com/

大学前不動産株式
会社

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

野 田　消　化　器　科　　　　　　　内　　　　　科

☎ 691-3300
大浦１丁目（産医大バス通り）

　物
事
を
や
ら
な
い
人
は
、「
あ
の
人
が
非
協
力
だ
っ
た
」

「
あ
の
人
の
指
示
が
悪
か
っ
た
」
と
他
人
の
責
任
に
す
る

理
屈
を
作
り
ま
す
。
物
事
を
や
る
人
は
、
非
を
認
め
、

次
に
活
か
す
時
間
を
作
る
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

『
自
分
の
非
を
他
人
の
せ
い
に
し
て
も

自
分
の
苦
し
み
は
な
く
な
ら
な
い
』



　
源
範
頼
が
九
州
の
平
家
方

を
討
伐
す
る
た
め
、
本
城
に

城
を
構
え
て
い
た
–
と
い
う

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
史
レ
ベ
ル
の
史
書
、
年

表
の
類
を
総
合
す
る
と
、
範

頼
の
九
州
入
り
は
各
書
が
一

様
に
認
め
て
い
る
。
し
か
し

「
本
城
」
に
該
当
す
る
地
名

は
出
て
来
な
い
。
で
は
、
地

元
の
史
書
は
ど
う
か
繙
い
て

み
よ
う
。
遠
賀
郡
誌
は
「
本

城
」
の
地
名
に
つ
い
て
、

「
当
区
の
名
義
は
、
故
老
の

説
に
、
三
河
守
源
範
頼
こ
の

地
に
城
を
築
き
て
本
城
と
な

し
、
し
ば
ら
く
滞
留
し
て
香

月
、
山
鹿
等
の
国
士
と
合
戦

　
折
尾
の
夏
の
風
物
詩
、
折

尾
神
楽
夏
越
祭
が
今
年
も
開

催
さ
れ
る
。
石
見
神
楽
の
流

あ
り
し
故
こ
の
名
あ
り
と
い

う
。
文
明
年
中
の
書
に
は

「
本
庄
村
」
と
あ
る
。
八
幡

市
史
第
二
節
、
城
跡
の
項
に

「
本
城
区
字
蛭
子
谷
に
あ
り
、

八
剣
神
社
の
西
三
町
四
反
ば

か
り
あ
り
。
源
範
頼
在
陣
の

地
と
い
う
」
と
。
幕
末
時
の

鞍
手
郡
古
門
村
の
神
官
伊
藤

常
足
の
代
表
作
「
太
宰
官
内

志
」
の
「
陣
原
」
の
項
に
は

「
…
こ
れ
は
源
平
の
乱
の
三

河
守
源
範
頼
の
陣
所
と
な
し

た
る
処
な
り
と
い
う
」
と
。

い
ず
れ
も
「
故
老
の
説
」
と

か
「
そ
う
い
わ
れ
て
い
る
」

「
と
い
う
」
表
現
を
し
て
い

る
。
た
だ
、
八
幡
市
史
の
中

れ
を
く
む
折
尾
神
楽
は
、
華

麗
な
衣
装
を
ま
と
っ
て
、
北

九
州
の
気
質
に
合
う
よ
う
に
、

テ
ン
ポ
早
く
激
し
く
舞
う
。

巫
女
神
楽
、
大
蛇
退
治
な
ど

見
ど
こ
ろ
満
載
の
夏
越
祭
。

夏
の
宵
の
ひ
と
時
を
神
楽
の

舞
い
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
７
月
27
日
（
土
）

　
　
　
18
時
　
神
事
開
始

場
所
　
折
尾
西
公
園

　
　
　（
折
尾
３
丁
目
）

内
容
　
茅
の
輪
く
ぐ
り
、

神
楽
奉
納
＝
梅
安
天
満
宮

巫
女
神
楽
（
中
間
市
）、

折
尾
神
楽
（
大
蛇
退
治
な

ど
）

連
絡
先
　
八
幡
西
区
役
所

総
務
企
画
課

☎
６
４
２
・
１
４
４
２

「
旧
折
尾
町
」
の
項
の
中
で

「
八
剣
神
社
の
西
三
町
余
り

城
山
と
い
う
。
本
丸
、
二
丸

跡
四
反
ば
か
り
あ
り
」
と
、

城
跡
は
肯
定
し
つ
つ
も
、
源

範
頼
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

や
は
り
「
在
陣
の
地
と
い

う
」
と
、
伝
説
的
表
現
を
し

て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
発

行
、
広
崎
篤
夫
（
日
本
城
廓

資
料
館
調
査
室
員
）
の
著
書

「
北
九
州
の
城
」
に
は
、
所

在
地
–
八
幡
区
本
城
蛭
子
谷
、

築
城
者
–
源
範
頼
、
築
城
年

代
–
寿
永
年
間
（
一
一
八
〇

【
一
一
八
三（
七
九
七
年
前
）】

年
代

　
鎌
倉
時
代
の
幕
府
内
の
こ

と
に
つ
い
て
、「
年
月
日
」

を
追
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
て
、

信
ぴ
ょ
う
性
が
高
い
「
吾
妻

鑑
」
や
そ
の
他
の
史
書
か
ら
、

お
じ
香
月
秀
則
な
ど
、
そ
の

他
平
家
恩
顧
の
九
州
豪
族
ら

が
い
て
、
平
家
に
味
方
し
て

い
る
。
山
鹿
に
大
君
（
お
お

き
み
）
の
地
名
が
あ
る
。
神

社
名
と
も
な
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
が
行
在
所
の
跡
と
い
わ

関
係
の
部
分
を
抜

粋
し
て
み
よ
う
。

一
一
八
三
年

（
寿
永
二
年
）

七
月
　
平
氏
敗
走

八
月
　
平
宗
盛
、

安
徳
天
皇
一
行
太

宰
府
へ

十
月
　
豊
後
の
緒

方
惟
栄
ら
太
宰
府

を
攻
め
る
。

　

〃　

　
安
徳
天
皇

一
行
山
鹿
城
へ

　
註
–
山
鹿
は
芦

屋
。
当
時
山
鹿
城

に
は
山
鹿
秀
遠
が

い
て
、
一
行
を
迎

え
て
い
る
。
ま
た

香
月
に
は
、
そ
の

年
頃
）
種
類
–
山
城
と
、
こ

こ
で
は
は
じ
め
て
明
確
に
断

定
し
て
い
る
。

　
以
上
わ
か
る
よ
う
に
、
身

近
か
に
な
る
史
書
ほ
ど
、
本

城
と
範
頼
の
関
係
が
あ
っ
た

よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、「
九
州
と
範
頼
」

そ
し
て
「
本
城
と
範
頼
」
の

関
係
と
、
さ
ら
に
ど
れ
く
ら

い
在
陣
し
た
の
か
に
つ
い
て
、

ウ
エ
イ
ト
と
し
て
は
「
期

間
」
に
重
点
を
置
き
、
付
随

す
る
鎌
倉
幕
府
の
内
情
な
ど

も
調
べ
て
み
よ
う
。

れ
て
い
る
。

【
一
一
八
四
】
年
代

一
一
八
四
年

（
寿
永
三
年
元
暦
一
）

一
月
二
十
六
日
　
源
頼
朝
に

平
氏
追
討
の
院
宣
降
る
。

一
月
二
十
九
日
　
頼
朝
の
命

範
頼
（
母
は
遠
江
国
–
静
岡

県
–
蒲
御
厨
で
成
長
し
た
の

で
、
蒲
冠
者
と
い
う
）
な
り
。

相
従
う
輩
（
氏
名
省
略
）
二

万
余
騎
、
搦
手
の
大
将
軍
は

源
九
郎
義
経
な
り
」
–
、
範

頼
は
後
方
の
本
陣
に
あ
り
、

を
受
け
、
範
頼
を

総
大
将
と
し
て
、

義
経
ら
一
行
平
氏

討
伐
に
向
う
。

二
月
七
日
　
一
の

谷
の
戦
い

　
一
の
谷
の
戦
い

に
つ
い
て
、
吾
妻

鑑
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
以
下
「
　
」
内

は
い
ず
れ
も
吾
妻

鑑
か
ら
の
訳
文
。

　「
雪
降
る
。
卯

の
刻
（
午
前
五
時

〜
六
時
）
を
も
っ

て
矢
合
せ
の
期
と

定
む
。
大
手
の
大

将
軍
は
、
蒲
冠
者

主
に
戦
っ
た
の
は
義
経
の
手

勢
で
、
例
の
ひ
よ
ど
り
越
の

坂
落
し
で
、
平
氏
は
四
国
の

屋
島
へ
敗
走
。

　
平
家
の
損
害
一
千
人
余
–

と
な
っ
て
お
り
、
八
日
後
の

十
五
日
に
、
戦
勝
の
一
報
は

鎌
倉
へ
。

　
一
の
谷
合
戦
の
直
後
、
日

付
は
不
明
だ
が
範
頼
は
三
河

守
に
任
官
し
て
い
る
。
こ
の

と
き
、
義
経
も
任
官
を
希
望

し
て
い
る
が「
武
衛（
頼
朝
）

敢
え
て
許
容
せ
ら
れ
ず
」
と

吾
妻
鑑
は
謳
っ
て
い
る
。

　
一
の
谷
か
ら
半
年
以
上

経
っ
た
八
月
六
日
に
な
っ
て
、

義
経
は
左
衛
門
少
尉
・
検
非

違
使
に
任
官
し
て
い
る
が
、

八
月
十
七
日
の
項
に
「
こ
の

こ
と
武
衛
の
御
気
色
に
違

う
」
と
。
そ
の
あ
と
「
範
頼

ら
の
朝
臣
受
領
の
事
は
、
御

意
よ
り
起
こ
り
て
挙
げ
ら
し

に
よ
る
な
り
」
即
ち
、
範
頼

の
任
官
は
頼
朝
の
推
挙
で
あ

る
が
、
義
経
の
は
頼
朝
の
推

挙
な
し
で
、
義
経
の
自
薦
で

勝
手
に
し
た
こ
と
で
、
そ
の

た
め
に
「
武
衛
の
気
色
」
を

そ
こ
ね
た
の
で
あ
る
。

十
月
六
日
　
公
文
所
設
置

十
月
二
十
日
　
問
注
所
設
置

　
幕
府
の
機
関
が
次
々
に
充

実
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

十
二
月
八
日
　
範
頼
平
家
追

討
使
と
し
て
進
発

　
そ
の
模
様
に
つ
い
て
「
三

河
守
（
範
頼
）
は
、
平
家
追

討
使
と
し
て
西
海
（
四
国
、

九
州
）
に
赴
く
。
午
の
刻

（
十
一
時
〜
十
二
時
）
進
発
。

旗
差
一
人
、
弓
袋
一
人
相
並

び
て
先
行
す
。
参
州
（
範

頼
）
紺
む
ろ
濃
の
直
垂
を
着

し
、
小
具
足
を
加
え
、
栗
毛

の
馬
に
駕
す
。
従
う
輩
一
千

余
騎
…
」
と
描
写
し
て
い
る
。

従
者
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る

と
、
北
条
小
四
郎
、
天
野
藤

内
遠
景
、
土
佐
房
昌
俊
、
千

葉
介
常
胤
…
武
衛
御
桟
敷
を

稲
瀬
河
の
辺
に
構
え
て
見
物

せ
し
め
給
う
」
と
。

十
二
月
二
十
七
日
　
入
洛

十
二
月
二
十
九
日
　
範
頼
、

追
討
使
の
官
符
を
賜
わ
り
西

海
に
発
向

　
義
経
は
同
行
し
て
い
な
い

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
左

衛
門
少
尉
任
官
の
こ
と
で
、

許
可
な
く
所
望
せ
し
御
疑
あ

り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
家

追
討
使
た
る
べ
き
こ
と
、
し

ば
ら
く
見
合
わ
せ
う
る
」
と
。

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
随
筆
を
数
回
に
分
け
て

紹
介
し
た
い
。

　
当
時
の
本
紙
初
代
主
宰
、
故
白
石
止
が
し
た
た
め
た
も
の

で
、
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
説
と
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

郷
土
の
歴
史
考
①

【昭和55年5月15日第46号掲載】

“花の期間” は九ヵ月？
源範頼の九州（本城）駐留考随筆

７/27 土 18時～
神楽のフィナーレ、大蛇退治

創業60年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）
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